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（４） 岡山県北犯罪被害者支援フォーラム 2021 
2021年 2月 16日、当大学で「岡山県北犯罪被害者支援
フォーラム 2021」を開催した。犯罪被害者等が事件・事
故直後からその後の生活で生じる様々な不安や困りごと
に対して、関係機関や民間支援団体、地域住民が、犯罪被
害者等を理解し、実情に合った支援が継続的に行われる
ことが重要である。そのために毎年フォーラムを企画・
実行し、専門機関の職員や地域住民に啓発してきた。本
年度のフォーラムについては、テーマや目的、効果、方法
等を学生たちが企画し、講師の交渉や打ち合わせまで行
った。テーマは「交通事故被害者への理解と支援～誰も
が安心して暮らせる地域を目指して～」とし、目的は①
事故直後から現在までの心情や生活への影響について知
る、②私たちでもできる交通事故被害者への対応や支援
方法について考える、③地域の中でどのような支援体制
や支え合いが必要であるか考える、である。コロナ感染
症対策も考慮して、構成を 2部講演にし、第 1部に交通事故被害者遺族講演で、NPO法人は
ぁとスペース代表の山本美也子氏による「交通事故で夢と希望を失わない未来へ～安全・安
心な社会をつくるために～」を行い、第 2部は当研究室の学生による「私たちにでもできる
交通事故被害者支援～犯罪被害者支援活動から学んだこと～」とした。フォーラムの参加対
象は、美作地域の関係機関の職員だけでなく、日ごろ地域で交通安全の活動をしているボラ
【広報用のチラシ】 
【フォーラムの企画書】 
ンティアや民生委員、学童を教育する小学校教員、当大学の児童学科の学生とした。広報は
大学のホームページや新聞告知に載せるだけでなく、津山市内の警察署や教育委員会、市役
所には学生が直接チラシを持って行き、フォーラムの趣旨や目的を説明した。また、近隣の
市町については郵送もしくは筆者が直接広報にまわった。 
フォーラム当日は、感染症対策として会場の机、椅子は講演前後に消毒し、席の間隔をあ
けて着席していただいた。当日の参加は、警察本部や各市役所の担当者、各警察署の担当者、
地域包括支援センター、交通安全協会や交通安全母の会の住民ボランティア、民間の犯罪被
害者支援団体、一般企業等から 27名の参加があった。学生は 13名が参加した。山本氏の講
演では、飲酒運転による事故は重罪である一方、周囲の人たちが止められる犯罪の一つとし
て日ごろから家族や近所の人の声掛けや見守りが大切。飲酒運転、危険運転を発見したら
「飲酒 110番」すること。そして子供のころからお酒の正しい知識を浸透させておくことが
大切というメッセージをいただいた。また、学生は、これまでの活動で学んできたことを振
り返りながら、交通事故被害者本人の心理状況や被害者家族の心理状況、支援機関を紹介し、
専門職でなくてもできる交通事故被害者支援として支援方法や被害者への接し方を伝えた。
学生の講演内容は、パネル展示と同様に VSCOにアドバイスをいただきながらまとめた。 
 
また、参加者にはアンケートを行い、回収枚数は 20枚だった。 
アンケート結果は、フォーラムに参加したことで交通事故被害者支援に対する関心の変
化を尋ねたところ、“変わった”、“やや変わった”と答えた人がそれぞれ 30％、“変わらな
い”と答えた人が 40％だった。また、どのように変化したかの記述の回答には、「より積極
的に被害者支援にあたっていきたい。」、「交通犯罪の加害者は、他の犯罪加害者に比べ、悪
質性が低い人が多いと思っていた。しかし、『小さな交通ルール』一つが、人の命を守るた
めにとても大切であるという意識が低いことで、交通犯罪はおこってしまう。『被害者支援』
もだが『加害者を作らない』ための活動が本当に大切だと思った。」、「ほかの犯罪と同様に
被害者への取材や、ネットへの書き込みなど、被害者側のプライバシーの配慮が必要と感じ
た。」等があった。今後の犯罪被害者支援フォーラムに期待することでは、「これからの社会
を担っていかれる大学生の皆さんが、今回のような活動を今後も継続してくださることを
願っています。」、「今後もこう言った事例を元に前を向いて活動されている方の講演また学
生の発表を含めフォーラムをしていただきたいです。いつかまたこれまでのようにディス
カッションや分科会などができるのも良いと思います。」、「学生さんの立場で、被害者支援
という活動をやってみてどう思ったか、どう感じたか等を教えていただければと思いま
す。」、「被害者だけでなく加害者にもフォーカスをあててみてはどうかと思いました。」等が
あった。 
さらに、記述のアンケートのデータから各講演に対する参加者の反応を分析した。分析方
法は、記述された内容をラベル生成し、その後グループに編成しコーディングを行った。以
下、その結果を示す。 
遺族講演への反応は、＜遺族の活動を応援＞、＜当事者講演は参加者の心に入り込む＞、
＜今後の業務にいかす＞、＜加害者支援の必要性も訴える声＞、＜提案された支援方法に戸
惑いの声＞があった。 
学生講演に対する反応は、＜学生の研究に取り組む姿勢と分かりやすい内容に好意的な
意見＞、＜業務の参考にする＞、＜これからの学生活動に期待＞、＜被害者中心の支援のあ
り方を考える機会になる＞があった。 
 
４．まとめ 
2020 年度の犯罪被害者支援の取り組みは、学生を主体に専門機関や民間支援団体等、地
域の様々な人々とのつながりの中で行うことができた。その中で明らかになったことは、①
具体的な支援の提示はこれからの業務や支援につながる。②フォーマルだけでなくインフ
ォーマルな人々にも、直接働きかけることで犯罪被害者支援に対する理解が図れる。③学生
の犯罪被害者支援に対する思いや考えは外部の関心を引く。④学生と地域の関係機関が定
期的につながりテーマを共有することで支援環境に何らかの刺激を与える、ということで
ある。 
犯罪被害者が切れ目なく支援が受けられるようにするためには、地域の公的機関や支援
団体等がつながり、共通の目標で実践することが重要で、犯罪被害者支援の啓発に関して
は学生を介してそれができつつある。そこで、令和 2年に「性犯罪・性暴力対策強化の方
針」が決定し、文部科学省でも子供たちに教育・啓発活動をすることを学校に推進してい
ることを踏まえて、子供たちや地域住民と性犯罪について考える機会をつくり、予防にむ
けた啓発に取り組むことを次年度の課題としたい。そのためには、これまでの活動を継続
するとともに地域の支援機関と目標を共有し、目標にむかって協働していく。 
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